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（神
戸
新
聞
社
後
援
）

５
日
は
各
地
で
１７
競
技
が
行
わ
れ
、
サ
ッ
カ
ー
男
子

は
三
田
学
園
が
決
勝
で
神
戸
弘
陵
を
１
１
１
か
ら
の
Ｐ

Ｋ
戦
の
末
に
破
り
、
３
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
飾

っ

た
。卓

球
団
体
の
男
子
は
育
英
が
４
大
会
連
続

（２
０
２

０
年
は
中
止
）
４
度
目
、
女
子
は
姫
路
商
が
３
大
会
連

続
３
度
目
の
頂
点
に
立

っ
た
。
シ
ン
グ
ル
ス
の
男
子
は

山
下
慧

（育
英
）
が
初
優
勝
。
女
子
は
高
橋
凛
華

（姫

路
商
）
が
制
し
、
４
日
の
ダ
ブ
ル
ス
と
合
わ
せ
て
２
大

会
連
続
の
３
冠
に
輝
い
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
男
子
は
報
徳
が
４
大
会
連
続

４
度
目
の
頂
点
に
立
ち
、
女
子
は
市
尼
崎
が
５
大
会
連

続
９
度
目
の
優
勝
を
飾

っ
た
。

少
林
寺
拳
法
の
男
子
組
演
武
は
福
場
香
乎

（た
か

や
）
、
山
本
貫
登

（か
ん
と
）
組

（村
野
工
）
が
連
覇

を
果
た
し
た
。
女
子
単
独
演
武
は
岡
田
菜
心
美

（な
ご

み
、
相
生
産
）
が
制
し
た
。
弓
道
団
体
は
三
田
学
園
が

昨
年
に
続
き
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
飾

っ
た
。

市尼崎 5大会連続V女子

今
年
も
最
後
に
笑

っ
た
の

は
市
尼
崎
だ
。
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
女
子
決
勝
リ
ー
グ
で

４
校
の
激
戦
を
制
し
、
５
大

会
連
続
の
栄
冠
。
自
ら
の
勝

利
後
、
別
試
合
の
結
果
に
よ

っ
て
全
国
切
符
が
舞
い
込

み
、
前
田
主
将
は

「や
る
べ

き
こ
と
は
や
っ
た
。
後
は
神

写

籐ｍ

・・
イ
／／

■|=

バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
女
子
決
勝
リ
ー
グ

・
三
田
松
聖
―
市
尼
崎
　
第
４
ク
オ
ー
タ
ー
、
果
敢
に

攻
め
込
む
市
尼
崎
の
橋
本

（左
）
Ｈ
兵
庫
県
立
総
合
体
育
館

（い
ず
れ
も
撮
影

・
坂
井
萌
香
）

様
が
見
て
る
、
と
思

っ
て
い

た
」
と
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
。

冬
の
全
国
高
校
選
手
権
に

連
続
出
場
中
の
三
田
松
聖
と

の
最
終
戦
。
１
点
を
争
う
第

４
ク
オ
ー
タ
ー
中
盤
、
５
人

が
腰
を
落
と
し
、
両
手
を
ド

ン
と
床
に
着
け
る

「タ
ッ
チ

・
ザ

・
フ
ロ
ア
」
で
守
備
に

入

っ
た
。
今
季
か
ら
始
め
た

作
法
だ
。
集
中
力
を
一員
め
、

チ
ー
ム

一
丸

で
相
手
を
圧

迫
。
パ
ス
を
阻
む
。
続
い
て

加
藤
は
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
、

前
田
主
将
は
速
攻
か
ら
レ
イ

ア
ッ
プ
シ

ュ
ー
ト
と
攻
め
立

て
、
４
点
差
で
振
り
切

っ
た
。

今
チ
ー
ム
は
１
７
０
考
台

の
長
身
選
手
が
多
く
、
地
力

も
高
い
。
だ
が
４
日
の
決
勝

リ
ー
グ

で
神
戸
龍
谷
に
苦

杯
。
そ
の
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
吉
川
監
督
は

「君
た
ち

を
信
頼
し
て
い
な
い
」
と
あ

え
て
言

っ
た
。
胸
の
内
を
さ

ら
け
出
す
こ
と
で
チ
ー
ム
の

絆
を
深
め
た
か

っ
た
と

い

藤
事

う
。

「し
ん
ど
い
の
は
自
分
た

ち
だ
け
じ
ゃ
な
か

っ
た
宍
前

田
主
将
）
と
悟

っ
た
メ
ン
バ

ー
は
大

一
番
で
団
結
。
試
合

後
は
泣
き
笑
い
の
渦
の
中
、

一
人

一
人
が
指
揮
官
と
握
手

」
。
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近
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代
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決
定
リ
ー
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神

戸
科
技
５９
‐
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尼
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双
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、
三
田
松
聖
７６
‐
４３
明
石
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関
　
学

畑了
ヌ̈
棘

徳
は
全
国
高
校
総
体
に
出
場
）

▽
最
優
秀
選
手
　
山
崎
慎
之
助

（報
徳
）
▽
優
秀
選
手
　
一邑
木
良

太
朗
、
溝
上
恵
大

（以
上
報
徳
）

井
手
上
祐
樹

（村
野
工
）
吉
田
陽

磨

（関
学
）
上
野
颯
斗

（育
英
）

森
田
義
隆

（明
石
西
）
西
村
玲
太

（
三
田
松
聖
）
小
山
輝
音

（尼
崎

双
星
）
加
藤
慶

一

（神
戸
科
技
）

【
女
子
】
近
畿
代
表
決
定
リ
ー

グ

神

戸
星
城
６８
‐
５６
神
港
学

園
、
園
田
６７
‐
５０
日
ノ
本

▽
決
勝
リ
ー
グ

市
尼
崎

６６
一‐６‐‐‐７２２

‐ ‐ ‐ ‐
‐６‐‐‐９‐６

一
６２

聾
田
松

鳴
　
尾

７８
一‐９２‐‐７２‐

‐ ‐ ‐ ‐
２６２４‐２‐‐

一
７３

舗
戸
龍

▽
順
位
　
①
市
尼
崎
②
三
田
松

聖
０
鳴
尾
④
神
戸
龍
谷
⑤
神
戸
星

城
、園
田
、神
港
学
園
、
日
ノ
本
（市

尼
崎
は
全
国

呂
校
総
体
に
出
場
）

▽
最
優
秀
選
手

一則
田
彩
花

（市
尼
崎
）
▽
優
秀
選
手

橋
本

侑
樺
、
田
中
歩
希
（以
上
市
尼
崎
）

米
倉
歌
音

（
三
田
松
聖
）
中
島
瑞

希

（鳴
尾
）
一畳
稿
未
来

（神
戸
龍

谷
）
坂
本
知
那

（日
ノ
本
）
叶
瑠

華
（神
港
学
園
）
秦
若
菜

（園
田
）

島
田
柚
羽

（神
戸
星
城
）

勝

リ
ー
グ

３
戦
全
勝
と
圧

倒
。
山
崎
主
将
は

「丘
全庫
代

表

の
責
任

を
持

っ
て
イ

ン

タ
ー
ハ
イ
に
行
く
」
と
誓

っ

た
。米

国
留
学
か
ら

一
時
帰
国

中
の
元
チ
ー
ム
メ
ー
ト
、
テ

ー
ブ
ス
流
河
が
見
守
る
中
、

最
終
戦
の
関
学
戦
で
は
シ

ュ

ー
ト
カ
を
発
揮
し
た
。
柏
原

中
出
身
の
小
林
は
前
半
だ
け

で
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
４
本
を

含
む
１９
得
点
。
田
中
監
督
が

「野
性
の
勘
が
あ
る
」
と
評

す
る
通
り
、
ゴ
ー
ル
下
で
は

相
手
を
ひ
ら
り
と
か
わ
し
て

球
を
リ
ン
グ
に
預
け
、
場
内

の
ど
よ
め
き
を
誘

っ
た
。

テ
ー
ブ
ス
は
去

っ
た
が
、

実
は
個
性
派
が
そ
ろ
う
。
中

学
時
代
、
都
道
府
県
対
抗
大

会
を
制
し
た
西
村
と
高
木
の

京
都
出
身
コ
ン
ビ
や
、
小
林

と
共
に
兵
庫
選
抜
だ

っ
た
溝

上
ら
だ
。

「キ
ャ
リ
ア
の
あ

る
子
が
多
く
、
負
け
ん
気
が

強
い
」
と
指
揮
官
が
い
う
布

陣
で
、
外
国
人
留
学
生
抜
き

で
ど
こ
ま
で
や
れ
る
か
挑
戦

す
る
。
　

（藤
村
有
希
子
）
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